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 「これまで 50 年間の人工知能研究は、ぜーんぶ、間違い！」著者は大胆にもこう宣言す

















































































































て走りつづけている。本書以降のグランドによる研究開発は、近著Grand, S. (2004). Growing 
up with Lucy: how to build an android in twenty easy steps, Weidenfeld & Nicolson Ltd.（2005，高
橋則明訳，『アンドロイドの「脳」:人工知能ロボット“ルーシー”を誕生させるまでの簡
単な 20 のステップ』，アスペクト）で明らかにされている。Creature Labs のウェブサイト
(http://www.gamewaredevelopment.co.uk/creatures_index.php)と合わせて、この電脳神の御業を
もっと拝見してから判断を下しても、けっして遅くはないだろう。 
 あるいはまた、ここまでに紹介した著者による生命創造の思想はそれほど独創的でない、
と感じる人も少なくないと思われる。たしかに彼の基本的思想はサイバネティクスや自己
組織化といった、現在では旧聞に属した感のある概念と密接に関連している。しかしむし
ろそのような感想が挙がるのは、本書の出版とともに幕を開けた今世紀の人工知能・生命
研究が、スティーヴ・グランドの見据える未来と同じ方向へ動きだしたことの徴候ともい
えるのではないだろうか。 
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